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の

発

展

を

目

指

す

の

は

極

め

て

合

理

的

な

選

択

で

あ

っ

た

。

 

 

し

か

し

、

そ

の

結

果

、

経

済

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

価

格

の

変

動

に

好

不

調

が

左

右

さ

れ

や

す

い

体

質

と

な

っ

た

。

一

次

産

品

価

格

は

一

般

の

財

に

比

べ

変

動

が

大

き

い

た

め

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

大

半

を

占

め

る

ロ

シ

ア

の

輸

出

は

、

取

引

量

と

取

引

価

格

の

両

面

か

ら

需

要

変

動

の

影

響

を

大

き

く

受

け

て

き

た

。

ま

た

、

ロ

シ

ア

は

経

済

に

占

め

る

輸

出

の

比

率

が

大

き

く

、

輸

出

の

増

減

に

よ

り

マ

ク

ロ

経

済

が

変

動

し

や

す

い

こ

と

も

、

こ

の

問

題

に

追

い

打

ち

を

か

け

て

き

た

(

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

各

国

の

輸

出

が

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

占

め

る

比

率

は

、

ロ

シ

ア(

25

・

９

％

)

と

、

中

国

(

24

・

９

％

)

が

大

き

く

、

イ

ン

ド(

16

・

１

％

)

と

ブ

ラ

ジ

ル(

10

・

７

％

)

が

小

さ

い

。

い

ず

れ

も

２

０

１

２

年

時

点

)

。

さ

ら

に

、

資

源

国

に

し

ば

し

ば

み

ら

れ

る

富

の

偏

在

に

よ

り

、

中

間

層

の

増

加

が

緩

慢

に

と

ど

ま

っ

て

い

る

模

様

で

あ

る

。

 

 

こ

れ

ら

の

点

を

問

題

視

し

た

ロ

シ

ア

政

府

は

、

08

年

に

、

｢

２

０

２

０

年

ま

で

の

発

展

戦

略

｣

と

し

て

、

経

済

の

多

様

化

や

国

民

の

生

活

レ

ベ

ル

の

底

上

げ

を

目

指

し

、

①

資

源

依

存

型

経

済

か

ら

の

脱

却

、

②

ハ

イ

テ

ク

製

品

や

知

的

サ

ー

ビ

ス

分

野

の

育

成

、

③

輸

出

品

目

の

多

様

化

、

④

教

育

水

準

の

上

昇

、

⑤

中

間

層

の

拡

大

な

ど

、

各

種

の

目

標

の

達

成

を

宣

言

し

た

。

そ

の

後

、

12

年

８

月

に

は

Ｗ

Ｔ

Ｏ

に

正

式

に

加

盟

し

、

輸

入

関

税

の

引

き

下

げ

や

、

通

信

・

保

険

・

金

融

業

な

ど

サ

ー

ビ

ス

業

に

対

す

る

外

国

資

本

の

参

入

に

も

目

途

が

立

ち

つ

つ

あ

る

。

関

税

率

引

き

下

げ

の

進

捗

ペ

ー

ス

は

緩

慢

な

ほ

か

、

新

た

な

税

が

導

入

さ

れ

る

な

ど

運

用

に

問

題

が

み

ら

れ

る

も

の

の

、

今

後

の

段

階

的

な

関

税

引

き

下

げ

へ

の

期

待

や

通

関

手

続

き

の

簡

素

化

な

ど

に

関

し

て

、

ビ

ジ

ネ

ス

関

係

者

の

一

部

か

ら

前

向

き

な

評

価

も

み

ら

れ

る

。

ま

た

、

世

界

銀

行

に

よ

る

ビ

ジ

ネ

ス

環

境

の

調

査

と

ラ

ン

キ

ン

グ

に

お

い

て

も

、

ロ

シ

ア

は

12

年

の

１

８

３

ヶ

国

中

１

２

０

位

か

ら

13

年

に

は

１

８

９

ヶ

国

中

92

位

へ

と

大

き

く

上

昇

し

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

諸

国

の

中

で

ト

ッ

プ

に

立

っ

た

。

そ

の

要

因

は

、

電

力

調

達

と

納

税

に

関

す

る

評

価

の

向

上

で

あ

り

、

全

般

的

な

投

資

環

境

の

改

善

は

依

然

と

し

て

道

半

ば

で

あ

る

も

の

の

、

部

分

的

に

は

明

る

い

兆

し

も

見

え

始

め

て

い

る

。

 

 

中

国

の

例

を

考

慮

す

る

と

、

市

場

開

放

度

の

上

昇

を

通

じ

た

ビ

ジ

ネ

ス

環

境

の

改

善

に

お

い

て

、

Ｗ

Ｔ

Ｏ

加

盟

は

現

実

と

期

待

の

両

面

か

ら

ロ

シ

ア

経

済

に

恩

恵

を

も

た

ら

す

可

能

性

が

あ

る

。

ロ

シ

ア

へ

の

直

接

投

資

は

、

11

年

、

12

年

と

製

造

業

を

中

心

に

増

加

し

た

。

今

後

、

外

国

資

本

と

技

術

の

一

層

の

呼

び

込

み

に

成

功

す

れ

ば

、

政

府

が

08

年

に

掲

げ

た

課

題

の

克

服

を

通

じ

、

経

済

の

多

様

化

や

国

民

の

生

活

レ

ベ

ル

の

向

上

に

希

望

が

持

て

る

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

了

)
 

(

文

責

：

国

際

通

貨

研

究

所

調

査

部

副

部

長

 

中

村

明

)
 

め

る

際

の

中

国

政

府

の

対

応

は

巧

み

で

あ

っ

た

。

政

府

は

、

各

種

の

政

策

の

実

施

に

際

し

、

ま

ず

は

一

部

の

地

域

で

試

行

的

に

行

い

、

そ

の

結

果

を

踏

ま

え

て

よ

り

広

範

に

展

開

す

る

、

い

わ

ゆ

る

実

験

主

義

に

よ

り

、

新

制

度

の

導

入

を

円

滑

に

進

め

て

き

た

。

ま

た

、

漸

進

主

義

を

基

本

ス

タ

ン

ス

と

し

、

国

営

企

業

を

あ

る

程

度

温

存

さ

せ

つ

つ

新

興

企

業

を

増

加

さ

せ

る

こ

と

で

経

済

の

民

営

化

を

進

め

る

な

ど

、

緩

や

か

な

経

済

シ

ス

テ

ム

の

移

行

を

進

め

た

。

こ

の

点

は

、

ロ

シ

ア

に

お

い

て

、

ソ

連

崩

壊

時

の

国

有

部

門

か

ら

民

間

部

門

へ

の

所

有

権

の

移

転

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

シ

ス

テ

ム

の

移

行

が

急

激

に

行

わ

れ

た

結

果

、

社

会

が

混

乱

し

経

済

は

長

い

間

低

迷

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

の

と

対

照

的

で

あ

っ

た

。

 

 

ま

た

、

中

国

の

高

成

長

の

過

程

に

お

い

て

、

外

国

資

本

及

び

技

術

の

導

入

と

共

に

経

済

を

支

え

た

の

が

、

農

村

部

か

ら

の

出

稼

ぎ

労

働

者

ら

の

豊

富

で

安

価

な

労

働

力

で

あ

っ

た

。

こ

れ

ら

資

本

と

労

働

力

は｢

世

界

の

工

場

｣

と

呼

ば

れ

た

中

国

の

優

位

性

を

大

い

に

高

め

、

労

働

集

約

型

の

繊

維

産

業

や

家

電

産

業

、

及

び

輸

出

は

飛

躍

的

に

増

加

し

た

。

ま

た

、

13

億

人

も

の

人

口

は

、

潜

在

的

な

巨

大

市

場

の

源

泉

と

し

て

常

に

外

国

企

業

の

注

目

を

集

め

て

き

た

。

こ

の

点

で

も

、

中

国

よ

り

も

経

済

が

成

熟

し

て

い

た

ロ

シ

ア

の

状

況

は

異

な

っ

て

い

た

。

03

年

時

点

で

人

口

は

１

億

４

０

０

０

万

人

と

中

国

の

10

分

の

１

程

度

に

留

ま

る

一

方

、

一

人

当

た

り

所

得

は

約

３

０

０

０

ド

ル

と

中

国

の

２

倍

強

に

達

し

て

お

り

、

労

働

集

約

型

の

製

造

業

を

支

え

る

低

賃

金

労

働

力

は

十

分

に

存

在

し

な

か

っ

た

。

 

 

以

上

の

２

点

に

加

え

て

、

中

国

と

ロ

シ

ア

と

で

経

済

の

成

長

ペ

ー

ス

や

発

展

パ

タ

ー

ン

に

大

き

な

差

を

も

た

ら

し

た

の

は

、

天

然

資

源

、

と

り

わ

け

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

供

給

余

力

の

違

い

で

あ

っ

た

。

中

国

が

90

年

代

後

半

以

降

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

純

輸

入

国

と

な

っ

た

の

に

対

し

、

ロ

シ

ア

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

純

輸

出

国

だ

っ

た

。

エ

ネ

ル

ギ

ー

大

国

ロ

シ

ア

で

は

、

長

年

石

油

・

天

然

ガ

ス

な

ど

が

主

要

産

業

と

な

り

、

現

在

で

も

輸

出

の

約

７

割

を

燃

料

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

関

連

製

品

が

占

め

て

い

る

(

２

０

１

２

年

)

。

中

国

と

異

な

り

労

働

コ

ス

ト

の

低

さ

と

い

う

強

み

が

無

い

な

か

で

は

、

豊

富

に

存

在

す

る

原

材

料

を

も

と

に

経

済

・

産

業

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

誕

生

誕

生

誕

生

誕

生

10101010

年年年年

、、、、

ロ

シ

ア

と

ロ

シ

ア

と

ロ

シ

ア

と

ロ

シ

ア

と

中

国

中

国

中

国

中

国

のののの

歩歩歩歩

みみみみ    

  

い

わ

ゆ

る

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

呼

び

名

を

世

に

知

ら

し

め

た

03

年

の

ゴ

ー

ル

ド

マ

ン

サ

ッ

ク

ス

の

レ

ポ

ー

ト

で

は

、

中

国

、

ブ

ラ

ジ

ル

、

ロ

シ

ア

、

イ

ン

ド

の

４

ヶ

国

が

長

期

に

わ

た

り

高

成

長

を

続

け

る

輝

か

し

い

未

来

像

が

描

か

れ

て

い

た

。

そ

れ

か

ら

実

際

に

10

年

が

経

過

す

る

過

程

で

、

こ

れ

ら

の

国

々

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

の

成

長

や

国

民

所

得

の

上

昇

と

い

う

一

国

全

体

の

経

済

動

向

は

、

総

じ

て

期

待

通

り

、

も

し

く

は

そ

れ

以

上

の

成

果

を

示

し

て

き

た

。

も

っ

と

も

、

他

方

で

は

い

ず

れ

の

国

も

、

特

定

の

分

野

に

偏

っ

た

経

済

発

展

や

所

得

の

不

平

等

、

金

融

業

と

金

融

市

場

の

未

発

達

な

ど

、

経

済

・

金

融

の

中

身

に

つ

い

て

は

様

々

な

問

題

が

散

見

さ

れ

た

。

ま

た

、

一

部

に

は

、

時

に

国

内

外

い

ず

れ

に

対

し

て

も

危

う

さ

を

窺

わ

せ

る

強

権

的

な

内

政

・

外

交

が

垣

間

見

え

た

。

高

成

長

と

不

安

定

性

の

併

存

、

い

わ

ば

様

々

な

問

題

を

抱

え

な

が

ら

の

経

済

発

展

は

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

諸

国

に

共

通

す

る

特

徴

で

あ

る

。

 

 

こ

の

う

ち

経

済

の

高

成

長

と

い

う

プ

ラ

ス

要

素

が

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

な

か

で

突

出

し

て

い

た

の

が

中

国

で

あ

る

。

中

国

は

１

９

７

８

年

に

改

革

・

開

放

政

策

に

転

換

し

て

以

来

、

経

済

特

区

の

設

置

に

よ

る

外

国

資

本

と

技

術

の

積

極

的

な

受

け

入

れ

や

、

市

場

経

済

の

導

入

を

梃

子

に

高

成

長

を

続

け

た

。

01

年

の

Ｗ

Ｔ

Ｏ

加

盟

後

は

、

中

国

市

場

開

放

に

対

す

る

海

外

か

ら

の

期

待

の

高

ま

り

を

背

景

に

、

直

接

投

資

の

拡

大

が

加

速

、

経

済

成

長

率

は

10

％

を

上

回

る

ペ

ー

ス

と

な

り

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

予

測

レ

ポ

ー

ト

が

発

表

さ

れ

た

03

年

の

時

点

で

す

で

に

世

界

第

７

位

の

経

済

大

国

と

な

っ

た

。

中

国

経

済

は

、

そ

の

後

も

08

年

に

世

界

金

融

危

機

が

発

生

す

る

ま

で

、

成

長

率

が

10

％

を

上

回

る

高

成

長

を

維

持

し

た

。

 

 

経

済

の

成

長

過

程

に

お

い

て

、

か

つ

て

の

計

画

経

済

か

ら

市

場

経

済

へ

の

体

制

移

行

を

進

 

「

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

」

 

真

偽

の

検

証

(

ロ

シ

ア

を

中

心

に)
 

ロシア解読  

第3回 


